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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第３四半期の業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 25,138 4.9 1,655 △3.7 1,653 △3.9 1,116 △2.4

2021年３月期第３四半期 23,966 △3.6 1,719 4.2 1,720 4.3 1,144 6.4
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 289.52 ―

2021年３月期第３四半期 296.79 ―
　　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 33,919 20,587 60.7

2021年３月期 30,421 19,971 65.7
(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 20,587百万円 2021年３月期 19,971百万円
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 ― ― ― 130.00 130.00

2022年３月期 ― ― ―
2022年３月期(予想) 120.00 120.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：有
　　　

３．2022年３月期の業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 34,500 3.9 2,200 22.2 2,200 22.2 1,500 23.0 389.02
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：有
　

　　



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 3,960,000株 2021年３月期 3,960,000株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 104,143株 2021年３月期 104,143株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 3,855,857株 2021年３月期３Ｑ 3,855,963株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料発表日現在において想定できる経済情勢、
市場動向などを前提として作成したものであり、今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当事業年度の建設需要は、2021年4月～11月の全国非住宅鉄骨造着工床面積が申請ベースで前年同期比16.5％増

加、また全国非住宅鉄骨造着工床面積の内、当社工事物件に関係する工場・倉庫においても前年同期比19.5％増加

する等、回復傾向にありました。

　一方で、鉄骨・鉄筋を含む鋼材全般の需給はタイトな環境が続いており、鋼材価格は上昇し続けております。

　このような状況下、受注高につきましては、海外の大口案件や国内一般工事物件の受注増加などにより、前年同

期比3,040百万円（12.9％）増加の26,538百万円となりました。

　売上高につきましては、新型コロナウイルス、建築資材不足等による前工程の遅れも含めた工事期間の後ろ倒し

等の影響があったものの、工場・倉庫などの堅調な需要に支えられ前年同期比1,172百万円（4.9％）増収の25,138

百万円となりました。

結果として繰越受注高は前年同期比3,986百万円（25.0％）増加の19,911百万円となりました。

売上総利益につきましては、受注単価下落による収益減と鋼材価格高騰による原価増を、高難度工事の計画通り

の消化、ソーラー事業、建材事業、海外事業の増収による利益増、工事原価管理強化による原価低減により吸収し、

前年同期比67百万円（1.3％）増益の5,282百万円となりました。

　経常利益につきましては、前年度緊急事態宣言発出などがあった反動から販売費及び一般管理費が130百万円

（3.7％）増加したため前年同期比67百万円（3.9％）減益の1,653百万円となりました。

　四半期純利益につきましては、前年同期比28百万円（2.4％）減益の1,116百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末比3,498百万円（11.5％）増加の33,919百万円となりました。

これは主に受取手形・工事未収入金等及び契約資産、電子記録債権が増加したことによるものであります。

　負債につきましては、前事業年度末比2,882百万円（5.0％）増加の13,332百万円となりました。これは主に、電

子記録債務及び支払手形・工事未払金等が増加したことによるものであります。

　純資産は、前事業年度末比615百万円（3.1％）増加の20,587百万円となりました。

　この結果、自己資本比率は60.7％（前事業年度末65.7％）となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年9月30日に公表いたしました2022年３月期の業績予想及び配当予想につきましては、現時点で入手可能な情

報や予測等に基づき修正を行っております。詳細につきましては、2022年１月28日に公表いたしました「業績予想

及び剰余金の配当に関するお知らせ」をご覧ください。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 9,298 9,473

受取手形・完成工事未収入金等 7,467 ―

受取手形・工事未収入金等及び契約資産 ― 8,840

電子記録債権 2,706 3,396

製品及び半製品 336 579

未成工事支出金 684 1,175

材料貯蔵品 735 1,002

その他 477 890

流動資産合計 21,704 25,358

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 1,643 1,568

土地 4,006 4,005

その他（純額） 1,445 1,396

有形固定資産合計 7,094 6,971

無形固定資産 394 349

投資その他の資産

前払年金費用 392 407

その他 835 834

貸倒引当金 △1 △1

投資その他の資産合計 1,226 1,239

固定資産合計 8,716 8,560

資産合計 30,421 33,919
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(単位：百万円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 2,519 3,206

電子記録債務 3,161 5,354

未払法人税等 511 142

未成工事受入金 152 ―

契約負債 ― 468

完成工事補償引当金 133 79

工事損失引当金 0 3

その他 1,016 1,055

流動負債合計 7,496 10,310

固定負債

退職給付引当金 1,650 1,783

役員退職慰労引当金 121 76

その他 1,180 1,161

固定負債合計 2,952 3,021

負債合計 10,449 13,332

純資産の部

株主資本

資本金 1,980 1,980

資本剰余金 344 344

利益剰余金 15,928 16,544

自己株式 △290 △290

株主資本合計 17,962 18,578

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △11 △11

土地再評価差額金 2,020 2,020

評価・換算差額等合計 2,009 2,009

純資産合計 19,971 20,587

負債純資産合計 30,421 33,919
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高

完成工事高 19,651 20,347

製品売上高 4,254 4,726

売電事業売上高 60 64

売上高合計 23,966 25,138

売上原価

完成工事原価 15,099 15,915

製品売上原価 3,623 3,915

売電事業売上原価 28 25

売上原価合計 18,751 19,856

売上総利益

完成工事総利益 4,551 4,431

製品売上総利益 630 811

売電事業売上総利益 32 38

売上総利益合計 5,214 5,282

販売費及び一般管理費 3,495 3,626

営業利益 1,719 1,655

営業外収益

受取利息 0 0

為替差益 1 ―

未払配当金除斥益 1 1

その他 0 0

営業外収益合計 3 2

営業外費用

支払利息 0 0

コミットメントフィー 2 2

ゴルフ会員権評価損 ― 1

その他 ― 0

営業外費用合計 2 4

経常利益 1,720 1,653

特別利益

受取保険金 9 2

特別利益合計 9 2

特別損失

支払補償費 5 0

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 5 0

税引前四半期純利益 1,724 1,654

法人税、住民税及び事業税 557 523

法人税等調整額 21 14

法人税等合計 579 538

四半期純利益 1,144 1,116
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

　「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。)

等を第１四半期会計期間の期首から適用しております。

工事契約に関して、従来は、工事の進捗部分について成果の確実性が認められる場合には、工事進行基準によ

っておりましたが、財又はサービスに対する支配が顧客に一定の期間にわたり移転する場合には、財又はサービ

スを顧客に移転する履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更しておりま

す。履行義務の充足に係る進捗度の測定は、各報告期間の期末日までに発生した工事原価が、予想される工事原

価の合計に占める割合に基づいて行っております。なお、契約における取引開始日から完全に履行義務を充足す

ると見込まれる時点までの期間がごく短い工事契約については代替的な取り扱いを適用し、一定の期間にわたり

収益を認識せず、完全に履行義務を充足した時点で収益を認識しております。

　製品販売契約に関しては、約束した財の支配が顧客に移転した時点で、当該財と交換に受け取ると見込まれる

金額で収益を認識しております。なお、収益認識に関する会計基準の適用指針第98項に定める代替的な取扱いを

適用し、製品の国内の販売において、出荷時から当該製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間

である場合には、出荷時に収益を認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おりますが、利益剰余金の当期首残高へ与える影響はありません。

　また、当第３四半期累計期間の損益に与える影響もありません。

　収益認識会計基準等を適用したため、前事業年度の貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取

手形・完成工事未収入金等」は、第１四半期会計期間より「受取手形・工事未収入金等及び契約資産」に含めて

表示することとしました。また、前事業年度の貸借対照表において、「流動負債」に表示していた「未成工事受

入金」は、第１四半期会計期間より「契約負債」として表示することとし、「その他」に含めて表示していた前

受金についても、第１四半期会計期間より「契約負債」に含めて表示することとしました。なお、収益認識会計

基準第89-2項に定める経過的な取り扱いに従って、前事業年度について新たな表示方法により組替えを行ってお

りません。

（追加情報）

(新型コロナウイルス感染症の影響について）

新型コロナウイルス感染症の影響に関して、当社は、厳重な対策を実施した上で事業活動を継続しており、現

時点においては、平常時と同水準の稼働率を維持しております。

新型コロナウイルス感染症は経済、企業活動に広範な影響を与える事象であり、また、今後の広がり方や収束

時期等を予想することは困難な状況にありますが、当第３四半期会計期間末時点で入手可能な外部の情報等を踏

まえて、2022年３月期の一定期間にわたり当該影響が継続するものの、当社の事業活動に与える影響は限定的で

あると仮定して、繰延税金資産の回収可能性の判断等の会計上の見積りを行っております。

(時価の算定に関する会計基準について）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定め

る新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、時価をもって四半期貸借対照表価額

とする金融商品を保有しておらず、四半期財務諸表に与える影響はありません。
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３．その他

（受注及び売上の状況）

① 部門別受注高及び部門別受注残高

当第３四半期累計期間における部門別受注高及び受注残高を示すと、次のとおりであります。

（単位：百万円）

受注高
前年同四半期比

(％)
受注残高

前年同四半期比
(％)

屋 長 尺 屋 根 20,589 15.8 17,637 27.2

ハ イ タ フ 1,603 △7.6 1,093 △0.7

Ｒ － Ｔ 570 26.5 669 41.7

根 ソ ー ラ ー 667 17.8 312 △13.9

小 計 23,431 14.1 19,713 24.7

塗 装 436 62.4 197 66.8

建 材 2,606 △1.2 ― ―

売 電 64 5.8 ― ―

合 計 26,538 12.9 19,911 25.0

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

② 部門別売上高

当第３四半期累計期間における部門別売上高を示すと、次のとおりであります。

（単位：百万円）

金 額
前年同四半期比

(％)

屋 長 尺 屋 根 19,016 0.6

ハ イ タ フ 1,602 2.8

Ｒ － Ｔ 251 △15.2

根 ソ ー ラ ー 1,128 247.5

小 計 21,999 4.3

塗 装 468 157.6

建 材 2,606 △1.2

売 電 64 5.8

合 計 25,138 4.9

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　


